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インドネシアの 2014年の統計資料によると，インドネシアの粗糖生産量は 260万 tで，約 48万 haのプ
ランテーションから 3,300万ｔのサトウキビを収穫し，粗糖を抽出している。サトウキビバガス（SB）の発



























得られる DPの品質を評価した。はじめに SB の前加水分解処理と蒸解条件を調べ，つぎに新規な多段漂白
法として，酸素（O），モノ過硫酸（Psa），アルカリ性過酸化水素漂白（Ep）処理を用いる O-Psa-Ep-Psa-Ep
多段漂白を提案した。最適な条件における未漂白パルプの白色度と粘度は，それぞれ 46.3% ISOと 34.1 cP







               審   査   の   要   旨 
  
本論文は，SBの酵素糖化前処理としてAS-AQ蒸解法を提案し，SBから高品質のDPを製造する方法として，
ソーダ・AQ蒸解とモノ過硫酸と過酸化水素を用いる無塩素多段漂白法を提案している。また，残留リグニン
構造がパルプの酵素糖化に及ぼす阻害的影響を明らかにしている。有用な信頼性のある技術的方法と新規な基
礎的知見が示されており，インドネシアにおける製糖産業とバイオマス関連産業の持続的発展への貢献が期待
できる。 
平成29年1月30日，学位論文審査委員会において，審査委員全員出席のもとに論文の審査及び最終試験を行
い，本論文について著者に説明を求め，関連事項について質疑応答を行った。その結果，審査委員全員によっ
て合格と判定された。 
よって，著者は博士（生物資源工学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
